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2020年度事業計画等について

本年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の状況等を勘案
し、6月5日に予定していた理事会・通常総会の開催を見送り
ました。審議予定であった「2019年度 事業報告」「2020年度
事業計画」「役員改選」については、書面にて決議をお願い
し、原案どおり承認されました。
議案のうち、｢2020年度事業計画」に係る内容は以下の

とおりです（次頁には個別事業の内容を記載）。2020年度
は、年度初めのセミナー等が中止を余儀なくされ、また、
今後も計画見直しの可能性があるなど、事業目的の達成の
みならず収支面でも厳しい状況が予想されますが、魅力あ
るセミナー等の企画や効率的な経費の使用等により、その
影響を少しでも緩和できるよう取り組んでいきます。

２０２０年度 事業方針
2020年度の我が国経済は、新型コロナウイルスの感染拡

大を起因とした、需要の消滅やグローバル化したサプライ
チェーンの分断等により、全産業にわたって重大かつ深刻
な影響が出てくることは必至であり、その収束時期も不透
明な状況です。
その一方で、テレワークの活用等により、働き方が多様

化することも予想されます。人口減少・少子高齢化の進展
といった構造的な課題を抱えている我が国にとって、こう
した状況をどのように捕捉していくかという点を含め、生
産性向上への取組みは、従来に増して重要になってきてい
ると言えます。
今後、各企業・組織は、経営環境の変化をより機敏に捉

え、自らの「強み」を見極め、顧客本位に立った商品・サ
ービスを提供することで経営革新を行うとともに、企業経
営の基盤である人材の育成を推進していかなくてはなりま
せん。加えて、大きく変化する経済環境に対応していくた
めには、労使の協力と協議は欠かせません。
当本部では、真に豊かな中国地域の実現に資するために

本年度も、経営･労働･学識の三者の英知を結集しながら、
中国生産性本部ビジョンにある３つの方針を柱に各種事業
を展開していきます。
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